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本
論
文
の
目
的
は
、
武
田
泰
淳
、
大
江
健
三
郎
、
小
島
信
夫
の
作
品
に
お
け

る
動
物
の
表
象
に
着
目
し
、
人
間
性
と
い
う
戦
後
的
な
理
念
の
問
い
直
し
を
試

み
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

本
論
文
の
視
座
は
、
ク
ッ
ツ
ェ
ー
、
ア
ガ
ン
ベ
ン
、
デ
リ
ダ
な
ど
の
、
近
年

の
動
物
を
め
ぐ
る
哲
学
的
議
論
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。
彼
ら
は
、
人
間
／
動

物
と
い
う
境
界
区
分
が
政
治
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
境
界
区
分
が
人
間
の
人

間
に
対
す
る
暴
力
を
生
む
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
。
本
論
文
で
も
、

人
間
／
動
物
を
生
物
学
的
区
分
と
い
う
よ
り
も
、
政
治
学
的
な
区
分
と
し
て
捉

え
、
文
学
作
品
の
分
析
を
行
な
っ
て
い
く
。 

文
学
に
お
け
る
動
物
の
表
象
の
研
究
は
、
英
米
文
学
研
究
や
古
典
文
学
研
究

な
ど
で
は
近
年
活
発
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
近
代
文
学
研
究
に
お
い

て
は
、
宮
沢
賢
治
な
ど
の
個
別
の
作
家
の
研
究
を
除
け
ば
、
い
ま
だ
十
分
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
本
論
文
は
、
敗
戦
直
後
か
ら
一
九
七
〇
年
代
ま

で
を
対
象
と
し
、
人
間
性
の
理
念
が
称
揚
さ
れ
た
戦
後
と
い
う
時
代
に
、
あ
え

て
動
物
の
表
象
に
強
い
関
心
を
示
し
た
三
名
の
作
家
を
選
定
し
、
論
じ
て
い
く
。 

従
来
の
戦
後
文
学
史
で
は
、
武
田
泰
淳
は
第
一
次
戦
後
派
、
小
島
信
夫
は
第

三
の
新
人
、
大
江
健
三
郎
は
石
原
慎
太
郎
と
同
じ
若
い
世
代
の
作
家
と
し
て
、

区
分
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
の
文
学
作
品
は
い
ず
れ
も
動
物
の
問
題
に

強
い
関
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
着
目
す
れ
ば
、
従
来
の
世
代
に
基
づ
い

た
区
分
に
囚
わ
れ
な
い
、
戦
後
文
学
史
の
書
き
直
し
が
可
能
に
な
る
。
ま
た
、

一
人
の
作
家
に
焦
点
化
し
て
い
た
の
で
は
見
え
て
こ
な
い
、
動
物
の
多
領
域
に

及
ぶ
問
題
を
追
っ
て
い
く
こ
と
も
可
能
に
な
る
。 

本
論
は
、
全
四
部
・
一
二
章
か
ら
構
成
さ
れ
る
。 

第
一
部
「
武
田
泰
淳
―
―
国
家
の
戦
争
と
動
物
」
で
は
、
戦
争
を
扱
っ
た
泰

淳
の
作
品
を
取
り
上
げ
、
そ
の
中
で
動
物
に
ど
の
よ
う
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て

い
る
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。
第
一
章
で
は
、
「
審
判
」
（
一
九
四
七
年
）
を
取

り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
で
は
、
敗
戦
直
後
の
上
海
を
舞
台
に
、
自
己
統
制
的
な

主
体
と
し
て
の
人
間
が
、
動
物
の
よ
う
に
殺
害
し
た
中
国
の
民
間
人
に
関
す
る

記
憶
の
回
帰
に
苦
し
め
ら
れ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
、

小
説
家
泰
淳
の
出
発
と
動
物
の
問
題
と
が
切
り
離
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
論
じ
る
。
第
二
章
で
は
、
『
風
媒
花
』
（
一
九
五
二
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
朝

鮮
戦
争
下
の
日
本
に
お
け
る
、
中
国
文
学
研
究
会
の
同
人
た
ち
の
葛
藤
を
描
い

た
こ
の
作
品
か
ら
は
、
友
人
竹
内
好
が
提
唱
し
て
い
た
国
民
文
学
論
に
対
す
る

距
離
を
読
み
取
れ
る
。
国
民
へ
と
同
化
さ
れ
な
い
余
剰
と
し
て
の
動
物
の
表
象

に
着
目
す
る
こ
と
で
、
二
人
の
差
異
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
第
三
章
で
は
、

「
ひ
か
り
ご
け
」（
一
九
五
四
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
戦
時
下
で
遭
難
し
、
食
人

を
犯
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
船
長
の
裁
判
を
描
く
こ
の
作
品
で
は
、
戦
争
と
い

う
大
量
殺
人
に
加
担
し
て
い
る
国
民
が
、
食
人
を
犯
し
た
人
間
を
獣
と
し
て
排
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斥
し
、
死
刑
に
処
そ
う
と
す
る
こ
と
の
奇
妙
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
こ
に
至
っ

て
、
国
家
こ
そ
が
、
人
間
と
動
物
の
境
界
線
を
支
配
し
、
殺
害
し
て
も
良
い
も

の
／
殺
害
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
を
決
定
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。 

 

第
二
部
「
大
江
健
三
郎
―
―
動
物
を
殺
害
す
る
人
間
」
で
は
、
な
ぜ
大
江
の

初
期
小
説
に
動
物
の
表
象
が
頻
出
す
る
の
か
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
そ
の

動
物
の
表
象
は
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

第
四
章
で
は
、
「
奇
妙
な
仕
事
」
（
一
九
五
七
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
実
験
用
の

一
五
〇
匹
の
犬
を
殺
す
ア
ル
バ
イ
ト
を
学
生
た
ち
が
引
き
受
け
る
と
い
う
こ
の

作
品
で
は
、
犬
殺
し
の
場
と
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所
と
の
重
ね
合
わ
せ
が
行
な

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
本
質
に
人
間
／
動
物
の

分
断
が
存
在
す
る
と
い
う
基
本
的
な
構
図
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。
第
五
章
で

は
、
「
飼
育
」
（
一
九
五
八
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
飛
行
機
か
ら
墜
落
し
た
黒
人

兵
が
獣
の
よ
う
に
村
人
た
ち
に
飼
育
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
作
品
に
対
し
て
、
江

藤
淳
や
三
島
由
紀
夫
は
、
こ
と
ご
と
く
黒
人
兵
へ
の
応
答
責
任
を
取
り
逃
し
た

批
評
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
批
評
の
分
析
を
通
じ
て
、
当
時
の
言
説
の

中
で
、
動
物
が
ど
の
よ
う
な
位
置
に
置
か
れ
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
第

六
章
で
は
、
「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」
（
一
九
六
一
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
浅
沼
稲

次
郎
社
会
党
委
員
長
を
刺
殺
し
た
一
七
歳
の
少
年
山
口
二
矢
を
モ
デ
ル
と
す
る

こ
の
小
説
で
は
、
動
物
的
で
あ
る
こ
と
、
女
性
的
で
あ
る
こ
と
を
嫌
悪
す
る
主

人
公
が
、
自
ら
の
人
間
性
、
男
性
性
を
証
明
し
よ
う
と
あ
が
く
末
に
、
天
皇
と

の
同
一
化
に
至
っ
て
し
ま
う
過
程
が
描
か
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
女
性
や
動

物
へ
の
嫌
悪
が
、
男
性
の
傷
つ
き
や
す
さ
を
隠
蔽
さ
せ
、
国
家
と
い
う
巨
大
な

暴
力
装
置
へ
の
同
一
化
を
促
す
と
い
う
構
造
が
存
在
し
て
い
る
。 

 

第
三
部
「
小
島
信
夫
―
―
家
庭
を
攪
乱
す
る
動
物
」
で
は
、
小
島
の
家
庭
小

説
と
軍
隊
小
説
に
共
通
し
て
馬
が
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
意
味
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。
第
七
章
で
は
、「
馬
」（
一
九
五
四
年
）
を
取
り
上
げ
る
。

主
人
公
が
知
ら
な
い
内
に
、
妻
が
家
の
新
築
を
進
め
、
そ
こ
に
馬
が
住
み
着
く

よ
う
に
な
る
と
い
う
こ
の
作
品
か
ら
は
、
家
庭
の
主
人
と
国
家
の
主
権
と
の
重

ね
合
わ
せ
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
上
で
、
内
部
の
領
域
を
攪
乱
す
る
他
者
と
し

て
、
馬
が
呼
び
込
ま
れ
る
こ
と
の
意
味
を
考
え
て
い
く
。
第
八
章
で
は
、『
墓
碑

銘
』（
一
九
五
九
～
六
〇
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
と
の
混
血
の
主
人

公
が
日
本
の
軍
隊
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
過
程
を
描
い
た
こ
の
小
説
で
も
、
軍

馬
に
大
き
な
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
人
工
的
な
交
配
を
繰
り
返
し
、
軍
事

化
さ
れ
た
生
命
で
あ
る
軍
馬
と
、
混
血
の
主
人
公
と
の
出
会
い
が
、
ど
の
よ
う

な
帰
結
を
も
た
ら
す
の
か
を
確
認
す
る
。
第
九
章
で
は
、
『
抱
擁
家
族
』
（
一
九

六
五
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
妻
が
ア
メ
リ
カ
人
青
年
と
姦
通
を
犯
し
た
こ
と
を

契
機
に
、
主
人
公
の
家
庭
が
崩
壊
を
始
め
る
と
い
う
こ
の
作
品
に
対
し
て
、
従
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来
の
批
評
は
、
妻
の
欲
望
を
、
ア
メ
リ
カ
＝
近
代
化
に
対
す
る
欲
望
と
捉
え
て

き
た
。
し
か
し
、
こ
の
欲
望
を
、
近
代
家
族
を
超
え
出
る
ク
ィ
ア
な
欲
望
と
し

て
読
み
直
せ
ば
、『
抱
擁
家
族
』
の
結
末
は
、
必
ず
し
も
「
崩
壊
」
と
い
う
否
定

的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
な
る
。
こ
う
し
て
、
国

家
や
家
庭
と
い
っ
た
内
部
の
領
域
か
ら
の
脱
出
の
可
能
性
が
、
動
物
と
ク
ィ
ア

の
交
差
点
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

 

第
四
部
「
動
物
と
の
共
生
へ
」
で
は
、
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か

け
て
書
か
れ
た
、
泰
淳
、
大
江
、
小
島
の
長
編
小
説
を
取
り
上
げ
、
初
期
の
動

物
の
主
題
が
、
そ
の
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
。

第
一
〇
章
で
は
、
泰
淳
の
『
富
士
』
（
一
九
六
九
～
七
一
年
）
を
取
り
上
げ
る
。

戦
時
下
の
精
神
病
院
を
舞
台
に
、
患
者
た
ち
と
の
関
係
に
戸
惑
う
医
学
生
を
主

人
公
に
し
た
こ
の
作
品
で
は
、
精
神
障
害
者
と
動
物
の
相
似
性
に
つ
い
て
の
描

写
が
至
る
と
こ
ろ
に
散
見
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
着
目
し
つ
つ
、
こ
の
作
品
が
、

国
家
が
設
定
す
る
人
間
／
動
物
の
枠
組
み
を
超
え
、
多
様
な
も
の
た
ち
と
の
共

生
に
至
る
道
を
ど
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。

第
一
一
章
で
は
、
大
江
の
『
万
延
元
年
の
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
』（
一
九
六
七
年
）
を

取
り
上
げ
る
。
二
人
の
兄
弟
を
主
人
公
と
す
る
こ
の
作
品
で
は
、
鷹
と
ネ
ズ
ミ

の
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
主
権
者
と
し
て
の
獣
と
、
傷
つ
き
や
す
い
動
物
の
対

立
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
百
年
と
い
う
同
時
代
の
文
脈
に
も
留
意
し

な
が
ら
、
こ
の
獣
と
動
物
の
対
立
、
及
び
そ
の
崩
壊
が
意
味
す
る
も
の
を
、
テ

ク
ス
ト
に
即
し
て
読
み
取
っ
て
い
く
。
第
一
二
章
で
は
、
小
島
の
『
別
れ
る
理

由
』（
一
九
六
八
～
八
一
年
）
を
取
り
上
げ
る
。
異
例
の
長
期
連
載
の
末
に
全
三

巻
の
単
行
本
に
な
っ
た
こ
の
作
品
で
は
、
物
語
の
中
盤
で
主
人
公
が
ロ
バ
と
性

交
し
た
り
、
馬
に
変
身
し
た
り
す
る
。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
主
人
で
あ

る
こ
と
か
ら
の
逃
走
の
欲
望
が
、
ク
ィ
ア
な
世
界
へ
と
誘
惑
す
る
動
物
の
表
象

を
呼
び
寄
せ
、
最
終
的
に
は
小
説
の
形
式
自
体
を
攪
乱
し
て
し
ま
う
過
程
を
辿

っ
て
い
く
。 

 

終
章
で
は
、
各
章
で
の
作
家
、
作
品
ご
と
の
分
析
の
総
合
を
試
み
る
。 

三
名
の
戦
後
作
家
の
作
品
は
、
戦
争
、
戦
後
社
会
、
家
庭
と
い
う
三
つ
の
領
域

に
お
い
て
、
人
間
／
動
物
の
境
界
線
が
い
か
に
機
能
し
て
い
る
か
を
開
示
し
た
。

戦
争
の
場
に
お
い
て
、
人
間
／
動
物
の
境
界
線
は
、
他
国
の
侵
略
・
植
民
地
化
、

戦
場
で
の
殺
人
を
正
当
化
す
る
根
拠
と
し
て
機
能
す
る
と
同
時
に
、
自
国
の
国

民
を
兵
士
へ
と
教
育
し
、
軍
隊
に
同
一
化
さ
せ
る
際
に
も
機
能
し
て
い
る
。
戦

後
社
会
に
お
い
て
、
人
間
／
動
物
の
境
界
線
は
、
他
国
の
国
民
の
苦
し
み
に
目

を
つ
ぶ
り
、
主
権
国
家
を
立
ち
上
げ
て
い
く
際
に
、
国
内
の
犯
罪
者
を
「
異
常

な
も
の
」
と
し
て
処
罰
す
る
際
に
、
あ
る
い
は
占
領
者
へ
の
抵
抗
を
組
織
す
る

際
や
、
学
校
に
お
け
る
規
律
訓
練
教
育
の
際
に
も
機
能
し
て
い
る
。
最
後
に
家

庭
に
お
い
て
、
人
間
／
動
物
の
境
界
線
は
、
家
庭
規
範
に
沿
う
こ
と
の
な
い
男
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性
、
女
性
を
処
罰
す
る
際
に
機
能
し
て
い
る
の
を
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、

近
代
主
権
国
家
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
人
間
／
動
物
の
境
界
線
が

機
能
し
て
い
る
。 

こ
れ
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
三
名
の
戦
後
作
家
は
、
混
血
、
変
身
、

歓
待
と
い
う
三
つ
の
方
法
を
、
文
学
作
品
の
中
で
提
示
し
た
。
混
血
は
、
主
体

が
他
者
と
の
根
源
的
な
関
係
性
を
負
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
変
身

は
、
人
間
／
動
物
の
境
界
線
が
常
に
反
転
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
歓
待
は
、

異
質
な
他
者
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
で
、
自
分
を
拘
束
し
て
い
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

攪
乱
で
き
る
こ
と
を
示
す
。
そ
し
て
、
彼
ら
の
こ
れ
ら
の
方
法
は
、
最
終
的
に

依
存
と
共
生
と
い
う
共
通
の
地
平
を
開
示
す
る
。
こ
れ
は
他
者
と
の
あ
い
だ
に

常
に
す
で
に
結
ば
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
本
質
的
に
非
対
称
的
な
関
係
に
内
在

す
る
こ
と
で
、
自
律
的
な
主
体
と
し
て
の
人
間
を
理
想
化
す
る
近
代
主
権
国
家

の
暴
力
を
乗
り
越
え
て
い
く
道
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
で
は
、
戦
後
作
家
の
作
品
に
表
わ
れ
た
動
物
の
表

象
の
分
析
か
ら
、
人
間
性
と
い
う
理
念
が
近
代
主
権
国
家
の
暴
力
と
共
犯
関
係

を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
彼
ら
の
作
品
が
、
依
存
と
共

生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
暴
力
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
て
い

た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 


